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貝類（内湾産） ＜アメフラシ目 アメフラシ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜APLYSIIDA APLYSIIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

ウミナメクジ Petalifera punctulata (Tapparone-Canefri) 

 
【選定理由】 
 本種は内湾から湾口部にかけての潮
下帯アマモ場にすむ。県内では内湾域
の潮下帯の環境は上部の干潟の破壊や
浚渫、貧酸素水塊の発生、水質汚濁な
どで急速に悪化していて、この生息帯
の貝類相が著しく単純化している。ま
たアマモ場も非常に減少している。本
種は三河湾、伊勢湾知多半島沖のアマ
モ場のアマモの葉上より現在でも採集
されるが、個体数は多くない（木村, 
1996；木村, 2000）。和田ほか（1996）
では危険にランクされている。将来的
に絶滅危惧に移行する危険性がある種
と評価された。 
 
 

【形 態】 
 体長約 4 cm 程度であるが、軟体部
を伸展させると 10 cm に達する。和名
の通りナメクジによく似た軟体部で、
色彩は美しい緑色から暗褐色まで個体
によって変異がある。 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように県内潮下帯のアマモ場のアマモ葉上に付着して生息する。 
【世界及び国内の分布】 
 日本、中国。国内では本州の青森県以南に分布する。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したようなアマモ場自体の面積が県内では著しく減少しているので、本種の生息場所、個体
数とも減少していると考えられる。 
 

【保全上の留意点】 
 アマモ場を含めた内湾干潟から潮下帯の生息環境を保全する。干潟の保全や、水質の富栄養化を
防止することが必要である。 
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上段: 蒲郡市三谷町沖(ドレッジ水深 2 m), 2001 年 9 月 13 日, 木村昭
一採集, 下段: 西尾市梶島, 2015 年 6 月 6 日, 守谷茂樹採集 


